
































































































































cf．W.F~Campbell :AdamSmith'sTheoryof Justice" Prudence, and






































































































































within) 「理性」 (reason) 「原理」 (principle) 「良心」 (conscience)
「胸中の住人」 (the inhabitantof thebreast) 「偉大なる裁判官，調
停者」 (thegreat judgeandarbiter) 「内なる裁判官」 (the judge
within) 「胸中の半神」 (thedemigodwithinthebreast) 「胸中の理














































































































































































































































































Macfieop. (二it., P. 46の注l31o 11i,114 59側の注<71｡






























































































































































㈱M・ S- pl)- 264～265.米林7;､｢男択前掲ﾉド （下)394面。
㈱内田義彦氏によると，欺踊理捕， 作用原|日と！ l的原因の漁理，見えざる手の
側きのなかに． スミスによる常の11t界の法11ﾘIIｳな把握のモデルが示されている
という。すなわち，社会における人間の行為の服肋ﾉJを規定するものとしての
常→術は/Jである（社会杓地位＝支配ﾉJの表祇）と社会拘月的としての自然1ウ
常＝生活必聴品と使厳品の生産の二im的な把侭である。
内田義膠前掲禅117-126頁。
-101-21
｢道穂情操論」におけるアダム・スミスの市民社会観
に合致したあるべきものとしての社会秩序を形成せしめた。
このことは，従来， けっして徳性となりえなかった利己心をも倫理的に
是認することを意味した。
第三に，市民社会のなかでは，個々人は手段と目的を転倒した行勤様式
をもつという。すなわち個々人にとって富は， もはや生活のためだけの欲
求では戴く， 自己の社会的地位の向上＝他ﾉ、の注目と称讃を得るための手
段であり， それ自体が目的化する。
第四に，社会のなかでの個々人は，富の擢得のために骨身をおしまず努
力するが， 「自然の欺踊」によって， 社会の一般的富裕が実現するとい
う。
したがって，個々人は「自然的正褒」に反しないかぎり，社会全体の幸
禍を考えて行動するよりは， 自分自身の幸福を追求することのほうが神の
意にかなう。
つまI) ,個人的利益は「見えざる手」の導きによって，結果として社会
的繁栄につながるというのである。
このように、 スミスの「道徳情操論」における市民社会↓よ，利己心に動
かされる個々人の集合であるが， それ自体秩序をもち，個人の幸福と社会
全体の繁栄とが達成され， 自己保存と穐族増殖の実現という人類の二大目
的が保証されているということができる。
※本稿は，第30回東北経済学会（於福ﾊﾙ大学）に報告したものを， 加誕修正して
論文渦にあらためたものである。
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